
ふるさと納税制度とは？ 

 

多くの人が地方のふるさとで生まれ、その自治体から医療や教育等様々な住民サービスを受け

て育ち、やがて進学や就職を機に生活の場を都会に移し、そこで納税を行っています。 

その結果、都会の自治体は税収を得ますが、自分が生まれ育った故郷の自治体には税収が入りま

せん。 

 

出典：総務省ふるさと納税ポータルサイト「よくわかる！ふるさと納税」 

そこで、「今は都会に住んでいても、自分を育んでくれた「ふるさと」に、自分の意思で、いく

らかでも納税できる制度があっても良いのではないか」、そんな問題提起から始まり、数多くの議

論や検討を経て生まれたのがふるさと納税制度です。 

実際には、「ふるさと」でなくても、全国の自治体に対して納税できる仕組みとなっているため、

多くの人が節税目的で他の自治体へふるさと納税をした場合、自身が住むまちの税収が減少する

という面もあります。 

 

ふるさと納税の魅力とは？ 

 

●税金が控除される 

「納税」という言葉がついているふるさと納税ですが、実際には、都道府県、市区町村への「寄

附」です。ふるさと納税をすると、合計寄附額から 2,000円を引いた額について、所得税の還付、

住民税の控除を受けることができます。ただし、控除には上限額があり、収入や家族構成によっ

て異なります。 

 

出典：総務省ふるさと納税ポータルサイト「よくわかる！ふるさと納税」 

所得税・住民税から控除を受けるためには、原則として「確定申告」を行う必要があります。

但し、ふるさと納税先の自治体数が５団体内の場合であれば、確定申告を行わなくても控除が受

けられる「ふるさと納税ワンストップ特例制度」を利用することができます。 

 

●お礼の品（返礼品）がもらえる 

多くの自治体では寄附への感謝として、地域の名産品などを「お礼の品」にして寄附者に届け

ています。「お礼の品」を通じて、地域の名産品や産業を全国の人に知ってもらえる貴重な機会と

なっています。 


